
・気軽に歩いて行ける場所にある活動先
・多様な関心に対応できる複数の活動先
・対象となる人々への情報提供

お互いさまからつながる
地域づくり

～住民主体のいきがいのある
まちをつくろう～

さくら体操
通いの場

応援ブック・
応援マップ

お茶のんで、世間話をし、愚痴
を言い合える関係づくり

スマホちょこっと
相談室

世間話・町内会・PTA
わんわんパトロール

環境整備 生活支援コーディネーター

各種養成講座

地域デビューガイド
地域デビューガイド作成のための検討会義（庁内連携）

お元気サミット
地域デビュー講演会

・孤立状態に至る人はどこにいるのか
・どのようにアウトリーチすればよいのか
・リーチ後、つながりをつくっていくためにはど
うすればよいか

個別対応 包括支援センター・ケアマネ・民生委員

居場所づくり講座
ファシリテーター養成講座

（社協）

令和7年度第２回協議体検討事項課題

課題
・活動者の高齢化や
・地域のつながりの希薄化による活動
の縮小
・一定数の高齢者の孤立

検討すること
①きっかけさえあれば活動に参加する人たちにどの
ように働きかけるか？
（成功要因：お元気サミット、地域デビュー講演会、
防災活動など）
②どうサポートすれば現在の活動を継続していける
のか？
（成功要因：活動先同士の連携、複数者での運営、
会計事務補助、会場の確保など）
③どうすれば活動の主体となる人材を発掘・育成で
きるのか？
（成功要因：退職直後の働きかけ、養成講座からの
つながりなど）
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参考資料：第9期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画策定に関する調査
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あなたにとっての居場所とは？
自宅
リビングのソファ
ダイニングチェア
公園のベンチ
馴染みの喫茶店

自治体が取り組む「通いの場」
健康体操、介護予防体操
住民全てが運動に関心があるわけで
はない

住民の多様な興味・関心に沿った活
動や交流の場や安らぎや楽しみを感
じる、自己実現できるような居場所
が重要

居場所に求めるもの
友人・知人や社会とのつながり・交
流、心身の健康の維持・向上、安ら
ぎ・安心、自分らしくいられること
を高く期待

人とのつながりで忘れてはいけないこと
は、同世代同士のつながりだけではなく、
多世代とのつながりも重要である

高齢者の生活と意識に関する国際比較調査 1980年から2020年までの5年毎 子供や孫との付き合い方の回答
「いつも一緒に生活できるのが良い」1980年59.4％→2020年18.8％ 減少
「時々あって食事や会話をするのがよい」1980年30.1％→2020年56.8％上昇

居場所の全てに人のつながりを求
める必要はない。
一人であっても、安らぎを感じる
ことができる居場所は、個人に
とって必要な時間と場所

担い手探しに奔走
自分らしい暮らしを最後まで続け
ることができる地域をつくるは、
行政職員や専門職等の役割か？

当事者である、高齢者が自ら主体
的につくりあげていくべきもので
あり、そうしたほうが、より良い
地域がつくれるのでないか？

大切なのは
自身の興味関心を実現して
いくこと
「やってみたい」を実現す
ること

参考資料：健康長寿医療センター
第171回老年学・老年医学公開講座 社会的孤立と孤独 広げよう、つながりの輪～多様で身近な居場所探し～より
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